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と
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H
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土
じ
主
う
線
虫
件
関
陣
怖
に
、
制
制
緩
で
、
乙
の
新
し
し
F

険
料
仲
仲
技
術

総
会
総
が
大
一
級
に
絞
(
品
即
さ
れ
る
で
あ
る
ふ
ム
じ
よ
う
油
市
議
を
や
る

よ
う
に
伝
っ
た
の
は
、
昨
年
か
た
め
に
必
擦
な
抗
例
議
出
向
山
町
時
が

ら
で
す
。
町
内
は
こ
の
対
慨
を
今
時
間
入
し
て
、
終
段
踊
マ
釘
付
け
る

後
続
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
と
の
一
一
一
づ
で
す
。

ζ

の
引
依
然
の
内
務
は
、
総
一
土
じ
よ
う
検
診

に
ネ
川
端
め
検
診
と
一
ぎ
っ
て
、
代
い
ま
、
附
刊
で
は
各
総
務
mw
小

淡
浅
い
ぶ
か
ら
↓
ル
ド
レ
之
、
つ
を
採
集
字
削
m
m
w
十
一
じ
よ
う
を
件
捜
訊
掛
か
で

し
、
そ
の
川
川
俳
怖
の
後
災
保
山
民
在
す
が
、
い
ま
ま
明
、
体
釈
然
し
た
と

没
品
目
け
し
て
枇
削
除
の
組
問
中
点
什
叫
ん
訟
と
ろ
同
川
、
余
剤
仰
が
級
品
出
に
ん
お
か

つ
く
る
と
、
乙
で
す
。
州
各
一
以
仲
間
さ
ね
て
い
る
こ
と
が
む
か
り
、

徐
の
災
絡
で
、
土
じ
よ
う
淡
議
ふ
ん
じ
え
う
治
議
め
た
い
せ
つ
伐

に
必
後
た
後
索
時
綿
入
貨
を
町
叫
が
と
と
が
い
よ
い
よ
明
白
と
な
り
'

筒
助
し
て
、
相
初
め
て
の
幾
交
に
ま
し
た
。

体
験
を
さ
喰
る
こ
と
で
す
。
慾
土
じ
よ
ろ
減
努

一
ぶ
に
は
土
じ
よ
う
刷
協
議
後
の
絞
消
毒
方
法
は
、
余
一
照
的
結
後
と

|
|
緩
阪
処
理
の
一
一
つ
が
あ
り

ち
《
込
護
綴
幾
重
機
議
設
す
が
、
令
一
一
ぬ
処
還
の
方

主
¥
議
総
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機
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都
市
計
闘
黍
員
決
ま
る

会

長

花

渡

辺

多

門

民

衆
る
ヌ
ロ
ハ
十
一
円
討
の
綴
待
問

鴻
減
点
制
に
お
い
て
改
豆
さ
れ
た
、

我
孫
子
例
都
市
計
府
側
委
員
会
条

約
に
す
出
い
て
、
大
将
付
。
門
科
川
刊
を

も
っ
て
次
の
か
た
が
た
な
都
市

渋
川
問
委
員
に
愛
媛
し
ま
し
た
。

な
お
、
六
克
二
十
九
日
片
山
内
川

第
一
一
例
mw
級
官
制
門
会
合
同
州
き
、
会

長
お
よ
び
常
依
然
災
前
り
立
遂
を

口
け
い
、
次
の
か
た
が
た
れ
税
波
山
似

し
占
時
仇
し
た
。

像
以
淡
辺
多
間
川E
「
常
任
〆

委
総
ぶ
弁
明
災
次
白
ド
(
委
員
)

後
日
問
叩
庶
務
一
滋

。

縁

関

義

二

H

P

制
的
問
紘
一
〈

H

U

グ

大

井

物

持

部

刀

〈

H

)

H

山
間
岡
山
平
泳

H

中
村
一
・
夫

H

M

問
中
中
竹
雄

N

淡

泊

は

平

H

大
秀
樹
倫
明

勿

津

川

漁

協

蛾

H

小

熊

三

郎

H

削
附
崩
爪
茂
4

災

刊
か
十
ア
ー
ル
当
り
一
一
万
給
料
予
防

か
か
る
の
で
、
あ
ま
ち
後
続
さ

れ
な
い
上
う
で
す
。

D
-
D、

ネ
プ
K

ァi
ム
如
仰
は
使
用
方
法

が
簡
易
旬
、
部
期
総
も
十

γ
i
ル

当
り
閉
山
手
数
夜
間
日
終
段
明
、
あ
宇

治
議
後
の
比
較
効
力
は
ベ

1
パ

ふ
椴
吋
と
情
説
む
ま
せ
ん
。
ネ
ぜ
い
い
に
災
践
す
る
と
と
が
い
ち
ば
ん

?
!
ム
鈴
や
p
-
D
は
、
今
年
災
い
と
関
ゆ
い
ま
す
。

町
営
住
宅
の
者
工
近
し

諜
孫
子
中
校
舎
増
築
工
事
も

土
台
h
s

ム
ハ
バ
一
一
一
十
日
午
前
九
位
付
郎
氏
絞
殺
礼
し
ま
し
た
。

か
ら
役
場
会
議
淡
に
お
い
て
、
と
の
、
み
柑
設
問
A

判
然
約
の
淡
絵

本
年
榔
位
計
百
四
事
時
持
叫
に
あ
る
公
設
に
つ
い
て
は
、
七
月
十
一
お
か

絞
浴
第
一
議
〈
十
・
五
浮
〉

γ

ら
潔
か
れ
て
い
る
山
此
州
問
初
州
総
会

一
一
一
様
、
第
一
一
種
(
入
・
五
線
〉
に
か
け
ら
れ
て
お
り
、
議
会
で

十
隊
計
二
十
一
一
一
淡
時
給
羽
成
お
よ
び
議
決
さ
れ
ま
し
た
ら
す
ぐ
に
契

我
孫
子
市
中
咳
校
中
ハ
総
資
泌
総
の
約
安
行
い
、
た
だ
ち
に
沈
痛
ヱ
す

工
事
議
員
入
札
が
も
入
校
〈
災
る
ζ

と
に
な
っ
七
お
り
ま
す
σ

料
開
予
防
六
社
、
百
相
手
町
一
役
、
工
期
は
契
約
め
留
か
ら
閥
均

市
川
中
市
命
日
往
〉
の
指
名
競
争
入
パ
以
内
で
す
の
で
、
十
…
汚
の

封
刊
に
よ
い
ツ
行
わ
れ
ま
し
た
。
・
中
総
間
引
に
は
ゆ
均
成
し
、
十
一
日
バ

入
札
mw
絞
削
指
同
跡
、
公
渓
住
宅
の
下
向
間
後
に
は
抑
制
し
い
後
宅
に

後
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
六
百
入
浴
す
る
ζ
と
が
マ
傘
、
ま
た

万
仰
で
布
佐
の
小
島
ア
ム
狩
初
版
、
が
材
料
し
い
教
案
で
品
問
放
す
る
と
と

骨
尚
氏
し
、
我
孫
子
・
中
学
校
揃
捕
後
が
で
き
る
こ
と
と
怠
い
ま
す
ω

不
事
に
つ
い
て
は
、
四
百
八
万

八
千
円
で
我
係
予
の
間
約
重
一
一
一

我
慢
搾
予
防
土
地
改
良

援
の
総
代
決
ま
る

前
回
す
で
お
知
お
殺
し
れ
ん
と
お

ち
、
我
訴
子
駅
叫
ふ
ん
織
改
良
隊
抑
制

代
滋
挙
法
相
帰
投
票
で
し
た
の
で

七
月
一
段
午
後
…
時
か
ら
役
場

会
議
z

妥
協
砧
お
い
て
滋
挙
会
を
間
同

き
、
立
候
補
自
れ
た
約
十
人
の

か
た
が
た
全
員
が
当
渓
人
と
決

綴
さ
れ
ま
し
た
。

か
ら
開
槻
品
換
す
る
よ
う
に
な
ち
ま

し
た
の
で
、
十
ア
ー
ル
浅
り
の

総
務
も
し
だ
い
に
安
く
な
る
と

開
お
い
ま
す
。

消
地
硲
時
州
剣
山
外
務
判
前
効
果
を
最

も
高
く
す
る
た
め
に
、

; 今日納税は
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選義

政

も降
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人
口
付
…
日
日
割
棋
在
℃
曲
隣
家
品
悶
持
統

と
い
う
も
の
を
つ
く
る
ζ
と
に

な
り
ま
し
た
。
と
の
農
家
会
鰍
棋

は
、
一
一
双
券
以
上
の
総
督
農
家

に
つ
い
て
、
そ
の
村
総
料
品
川
V

議
本

的
な
一
接
地
熱
と
し
て
の
労
カ
、
ゑ

柿
崎
蹴
民
本
な
ど
の
骨
内
総
校
、
と
ら
え

る
ζ
と
が
で
き
る
よ
う
、
淡
の

よ
う
な
附
別
院
を
き
め
で
あ
9
ま

す
。
門
v世
斌
初
日
以
と
…
一
漂
い
入
れ
労

徽
マ
何
綿
一
所
得
中
肉
凶
後
曲
臨
時
獄
所

得
mw
点
め
る
制
割
合
、
年
間
翌
日
業

現
金
収
入
と
そ
の
種
類
泌
総
会

マ
経
祭
ま
た
は
貸
付
り
て
い
る

土
地
域
紛
緩
・
入
会
機
・
共
同
同
和

問
問
池
位
一
吋
の
い
利
回
用
状
波
、
回
治
則
加

祉
総
附
加
の
十
一
総
の
ち
ら
ば
担
、
土

地
の
掛
川
カ
門
V

総
人
あ
る
い
捻

数
…
戸
共
同
問
中
、
持
っ
て
い
る
融
制
カ

島
問
機
関
《
や
叫
品
有
力
関
市
大
災
災
議

wv
合
的
様
、
品
約
庭
、
ふ
W
A
袋
、
サ
イ

ロ
絡
の
池
山
間
川
総
武
門
V

後
衰
の

相
間
後
状
況

w
v
燃
料
、
淡
談
、

約
制
料
液
の
年
間
勝
入
念
マ
綴

炎
砕
い
は
じ
め
土
ふ
と
し
て
特
訓
村
弔
さ

れ
、
相
刺
殺
さ
れ
て
い
る
作
物
、

泉
州
問
、
索
令
袋
ぷ
日
生
中
級
品
単

ま
ナ
むこ
の
務
官
認
は
、
刷
機
出
誕
の
皆
さ

ん
肉
料
品
司
が
、
自
分
の
何
撚
掛
的
災
組
棋

を
終
し
く
磯
山
換
に
つ
か
ん
柄
、
、

ど
と
を
、
ど
ん
な
ふ
う
に
改
品
察
す

れ
ば
揃
説
家
の
緩
期
間
が
図
れ
る
か

な
ど
袋
一
本
的
引
な
た
い
せ
つ
な
納

骨
殺
で
す
。

耐
刊
で
も
楽
器
燃
城
郡
興
計
一
線
設
た

て
て
い
ろ
い
ろ
な
絞
惑
を
暗
躍
め

て
い
ま
す
が
、
幾
業
刊
紙
畿
の
災

銭
安
務
災
に
と
ら
え
る
ζ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
災
後
に
る
静

ま
す
J

。
そ
と
で
、
品
目
さ
ん
の
立

以
哨
に
み
比
っ
て
貼
聞
く
結
部
品
叩
を
も
っ

て
い
る
炎
糸
議
員
会
が
、
山
叩
日
さ

島問

が
幾
度
的
判
の
蹴
山
総
や
阿
蹴
発
上
の

対
彼
等
い
ろ
い
ろ
と
濃
淡
故
時
艇

を
た
て
e

て
く
れ
な
け
れ
ば
、
刻

印
肉
に
期
臨
ん
ζ

に
な
ヮ
て
齢
附
い
て

も
い
っ
ζ
う
に
端
郊
に
な
ら
な
い

で
抑
制
み
の
状
怒
で
す
。

今
後
、
幾
漆
が
品
世
の
渓
畿
の

援
し
た
も
の
で
あ
る
か
な
い
か

に
あ
る
と
い
っ
て
も
漁
診
で
は

な
い
と
患
い
ま
す
ο

そ
と
旬
、
制
附
交
蹴
斜
が
向
潤
い
ま

し
た
ら
、
災
後
に
つ
い
て
議
奪

回
貝
と
よ
く
話
相
会
い
、
災
組
問
配
線

耐
火
に
つ
く
ち
あ
げ
る
よ
う
主
緩

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
蜘
民
家
会
側
棋
は
、
曲
験
噺
開

法
駅
員
会
長
め
議
佼
v
L
‘
お
い
て
保

管
し
、
皆
さ
ん
が
不
利
採
に
な

る
よ
う
な
公
開
聞
な
ど
は
絡
対
に

い
た
し
ま
せ
ん
。

出
水
損
に
鑓
え
て
水
訪
議
習

舟

戸

地

区

の

新

幹

綾

町

道

が

完

成

抑
制
戸
、
市
川
一
戸
川
崎
区
に
お
け
る

除
名
の
激
後
に
と
も
な
い
、
山
域

紛
数
総
計
続
的
e

…
漆
と
し
て
、

こ
の
ほ
ど
、
雨
時
一
F
M
.
0八
八

設
機
泊
先
か
ら
つ
ひ
λ
九時智

治
品
川
会
に
、
〈
ム
同
情
一
一
六
五
、
五

メ
ー
ト
ル
、
総
円
潟
大
メ
ー
ド
ん

ハ
部
内
側
泌
総
〉
の
新
し
い
町
道

が
湾
総
し
ま
し
た
。
ニ
カ
月
間

の
工
事
終
盤
を
緩
て
で
き
あ
が

っ
た
こ
の
滋
磁
は
、
惨
さ
ん
の

口
え
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
料
開
m

総
鐙
の
大
き
い
も
の
に
な
る
ζ

と
で
し
き
ミ
ハ
表
紙
浮
議
〉

今
年
も
ま
た
、
あ
の

い
や
な
お
氷
紛
が
ま
も

な
く
や
っ
て
き
ま
す
c

特
例
水
は
永
冬
後
き
上
げ

た
時
間
棋
院
を
押
し
流
し
、

終
に
は
縁
い
生
命
な
も

綴
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

時
昨
年
は
七
号
会
側
叫
が

削
機
来
、
附
門
会
あ
げ
て
み
品

件
関
に
あ
た
h

り
を
し
た
が

溢
流
綴
改
良
術
後
五
事
が
選
混

成
の
た
め
、
つ
い
に
淡
附
叫
し
て

し
ま
い
、
大
き
な
品
位
容
を
受
け

ま
し
た
。
今
年
も
洪
水
が
く
る
か
も
知

れ
ま
政
ん
。
決
陥
械
は
ア
告
の
一

穴
か
ら
と
も
設
は
れ
て
い
ま
す

堤
仲
間
は
だ
い
じ
主
う
ぶ
な
の
だ

ろ
う
か
?
建
設
後
で
は
、
終

州
問
補
強
と
時
匁
決
壊
し
た
遂
流

府
慌
の
ヤ
ム
ヤ
帯
に
念
カ
を
注
い
で
い

ま
し
た
が
、
こ
の
絞
ど
そ
の
匁

E発議立した護主流線]

淡
を
み
ま
し
た
。

水
臨
時
と
の
融
制
い
写
ワ
ら
か
つ

に
は
、
漆
仲
間
の
棉
刑
務
等
は
も
と

よ
ち
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
水

鈴
ヱ
法
的
り
種
瀦
と
作
業
能
力
の

向
上
、
さ
ら
に
幾
律
あ
る
行
動

を
と
ら
ね
ば
な
ち
ま
せ
ん
。
ぞ

と
で
即
時
で
は
、
次
の
お
う
な
叫
制

面倒的
W

も
と
に
、
成
同
水
制
期
に
酪
問
え

て
の
水
紡
油
関
期
目
安
刊
行
う
と
と
に

な
り
ま
し
た
@

。
蜘
綿
閉
口
八
月
一
一
一
日
〈
水
V

A
V
場
所
脅
山
川
枯
渇
公
約
緩
Mm

掛椛防

。
人
闘
縄
問
問
'
長
以
上
の
幹
線

百
六
十
S

明

。
抽
満
期
闘
創
刊
爵

①
竹
山
内
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片
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八
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日
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で
の
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行
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機
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仲
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波
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大
半
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附町

A
V
4
務
相
期
資
格
附
刊
に
在
校
す

る
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で
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ザ
令
、
品
開
州
刑
法
問

い
ま
せ
ん
u

た
だ
し
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キ

ヤ
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プ
の
村
総
数
の
然
い
人

A
V
叩
探
融
耳
炎
巡
曲
目
、
閥
会
そ

の
抽
出
の
措
枠
組
説
と
し
て
千
削
門

今
出
申
込
み
七
万
一
一
十
問
問
日

か
ヤ
ふ
前
中
京
で
に
、
会
品
質
を

添
え
て
教
育
然
災
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へ
中

込
み
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だ
さ
い
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広

染
井
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ど
十
九
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教
育
委
員
決
ま
る

委
員
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山
間
選
燦
氏
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、
役
会
教
行
後
h

災
約
委
日
岡
山
氏
同
日
持
交
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件
発
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会
教
官
川
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陶
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郁
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町
内
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政
組
問
問
に
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井
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ま
し
た
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仲
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植
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仰
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。
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叫
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問
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仮
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滋

し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
れ
也
よ
く
わ

き
ま
え
て
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た
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か
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仇
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岬
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。
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伐
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と
び
と

A
V
そ
の
他
i
代
人
波
同
伸
一
待
払
い

の
た
め
に
、
岡
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国
民
年
金
に
つ
い
て
は

普
及
指
導
員
托
お
導
ね
長

多
忙
で
役
崎
明
へ
帝
京
る
と
と
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間
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中
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法
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司
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熊
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と
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。
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習
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潟
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簡
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入
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似
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す
る
も
の
は
ど
の
よ
う
な

人
が
、
納
入
し
な
い
で
よ
い
も

の
は
維
か
、
い
ろ
い
ろ
な
開
脱
出
川

は
ど
の
よ
弘
つ
に
す
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と
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、
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拡
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